



































といった特徴が明らかになった。   
 そしてサイズの大きな耳飾りは、少ないながらもそれぞれ
の遺跡に存在しているが、その数が限られることから、大き





































































































































































  木村 ふ
跡から、外周溝や
掘立柱建物が付随した竪穴住居が相次いで検出されている。
この掘立付随住居は、竪穴部分は単独で存在する竪穴住居と
変わらず、かまどのある壁の外側に掘立柱建物が、かまどの
無い壁の外側3方をコの字形やU字形の外周溝が囲むという
のが一般的な形状である。 
 本論文は、この外周溝と掘
ことを目的とする。 
 まず、外周溝は地形
水溝であるという見方がほぼ定着しているが、ここで改めて
遺跡ごとに地形と外周溝の形状を確認し、機能を考察した。
その結果、傾斜の急な遺跡においては、低い所に位置する外
周溝のほうが高い所に位置するものよりもしっかりとした造
りになっていたため、排水的な機能を果たしていたのではな
いかと判断した。一方、傾斜の緩やかな遺跡においては、必
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